
























































































































































 本論文第 4 章では、キェルケゴール思想理解に基づくヤスパースの例外者論について考








































































































その草稿は、『偉大なる哲学者たち―遺稿 2』に収録されているが、その量は 100 ページ
を超すほどの膨大なものである。 
 このように、ヤスパースは、キェルケゴールに関する論文を多く記さなかったが、その
分草稿としては多くのものが残されていた。こうしたことから、たしかにヤスパースは、
キェルケゴールに関する自らの考えを一冊の書物にまとめることができなかったのかもし
れないが、他方で、キェルケゴール思想に果敢に取り組もうとしていた姿勢が、先ほどと
りあげた草稿の量から窺い知ることができるだろう。 
 キェルケゴール研究者 H.シュルツは、ヤスパースを、キェルケゴール思想を受容しなが
らも、単なる受容にとどまらず、そこから新たに自らの思索を展開したとする「生産的受
容かつ受容的生産」を行った人物として、とりあげている。そうした H.シュルツの主張こ
そ、ヤスパース哲学におけるキェルケゴール思想からの影響に関する正当な評価である、
と私は考える。 
